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	応用
	抗原情報
	背景
	KDRは、VEFR-2（血管内皮増殖因子受容体2）、CD309（分化クラスター309）、Flk1（胎児肝キナーゼ1）とも呼ばれています。血管内皮増殖因子（VEGF）は、内皮細胞の主要な増殖因子です。KDRは、VEGFの2つの受容体の1つです。キナーゼ挿入ドメイン受容体として知られるこの受容体は、III型受容体チロシンキナーゼです。VEGF誘導性の内皮細胞の増殖、生存、遊走、尿細管形態形成および発芽の主要なメディエーターとして機能します。この受容体のシグナル伝達と輸送は、Rab GTPase、P2Yプリンヌクレオチド受容体、インテグリンαVβ3、T細胞タンパク質チロシンホスファターゼなど、複数の因子によって制御されています。この遺伝子の変異は、乳児毛細血管血管腫に関連しています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路、Hippoシグナル伝達経路
	画像データ
	

	ヒト KDR の細胞外ドメイン (aa20-764) に対する KDR マウス mAb を使用したウエスタン ブロット分析。
	

	KDRマウスmAb（緑）を用いたHela細胞（左）およびHepG2細胞（右）の共焦点免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	KDR マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

